様式第２号                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

社会福祉施設等施設整備に係る事業計画書　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人名　　　　　　　　　　　　　　
１　施設・事業所の整備の必要性について 
	（記載内容例）

施設整備が必要な理由、施設整備内容、整備予定地の状況（ハザードマップ等）、整備施設での提供予定サービスの概要等を記載してください。




２　地域生活支援拠点等を担う機能に関する整備計画

	（記載内容例）

地域生活支援拠点等として、障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据えた観点から、地域で安心して暮らせるよう、地域生活への移行等を支援するための機能整備についての計画を記載してください。

また、短期入所整備加算を算定する場合、整備の概要と、整備予定定員数等を記載してください。




３　地域生活支援拠点等を担う機能に関する市町村との協議・検討の状況について

	（記載内容例）

市町村と協議している検討状況について、市町村ごとに記載してください。

すでに市町村から受託している場合は、受託年月日とその内容について、市町村ごとに記載してください。




４　障がい者の地域生活の安心を確保する防災機能について

（福祉避難所の指定を受ける予定のもの）
	（記載内容例）

整備予定地の安全性と、防災の観点から施設の概要を記載してください。

また、避難スペース整備加算を算定する場合、避難スペースの広さと収容可能人数を記載してください。




５　地域住民の交流を促進する交流支援機能について

（地域交流を促進するための工夫等）

	（記載内容例）

　施設における地域交流のためのイベント計画や、地域イベントへの参加予定等を記載してください。




６　強度行動障がい者及び重度障がい者（障がい支援区分５又は６の者とする。以下同じ。）の利用状況や今後の見込みについて

（定員に対する強度行動障がい者及び重度障がい者の割合や、整備による生活環境の改善等について）

	（記載内容例）

　整備施設における強度行動障がい者及び重度障がい者の受け入れ見込み数（継続利用の方を含む）と、定員に対する割合を記載してください。

　また、強度行動障がい者及び重度障がい者に対応する施設整備の工夫があれば記載してください。




７　整備する施設を活用することによりどのような効果が期待できるか

（事業の特質及び他との優位性）

	（記載内容例）

整備予定地を所管する市町村における同種の施設数や、整備施設の機能の希少性を記載することにより、事業計画の特質や優位性を示してください。




８　職員配置
　　計画している職員について、施設種別、職種、人員数について記入してください。
	施設種別及び定員
	職種及び人員

	(例)共同生活援助 ・ １０名
	 管理者兼サービス責任管理者　　　１名

	
	世話人                            　１名

	
	 生活支援員　　　　　　　　　　　２名

	
	 夜勤職員　　　　　　　　　　　　２名

	
	

	
	

	計
	 　　                              　６名


      ※足りない場合は行を増やして記入して下さい(別紙でも可)。

９　本県における障がい福祉サービス事業所等の運営実績等

	（記載内容例）

法人が設置している県内の障がい福祉サービス事業所等の運営実績（施設名、提供サービス名、提供開始年月日、定員数等）を記載してください。

　その他、障がい福祉サービス事業所等以外の運営や、県外施設があれば記載してください。




